
 
 

 
 

破壊力学と確率過程による短繊維補強コンクリートの力学モデル研究委員会【B種・終了】 
 

(1) 活動期間 
令和6年4月～令和8年3月 

(2) 活動経過 
令和6年04月01日   第1回委員会 活動計画の共有と実験計画に関する議論 
令和6年05月28日  第2回委員会 実験計画に関する議論とレビュー論文の作成 
令和6年08月22日  第3回委員会 レビュー論文の作成および力学モデルの議論 
令和6年12月27日  第4回委員会 レビュー論文の修正および力学モデルの議論 
令和7年05月12日  第5回委員会 レビュー論文原稿の共有および力学モデルの議論 

(3) 活動成果・活動報告 
令和 7 年度は，昨年度の文献調査をベースとしつつ，新たな知見を収集したレビュー論文を学会

誌コンクリート工学に投稿することができた A)。単繊維をモルタルに埋め込んだ試験体による引

抜クリープ試験の結果は発表できていないものの，破壊力学によって力学的な根拠を補強した確率

モデルが，ばらつきの大きい繊維の引抜挙動の定式化に有効であることを確認した。 
A) 金澤健，高橋駿人，橋本勝文，松本高志，短繊維とコンクリート間の力学的相互作用が示す

不確実性に関する海外の研究動向，コンクリート工学, 63(12), pp.1008-1017, 2025. 
(4) 委員会の構成 

委員長    金澤  健    北海学園大学 
幹 事    橋本 勝文    北海道大学大学院 
委 員    高橋 駿人    東北大学 
〃     松本 高志    北海道大学大学院 

  


